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第１図は、口永良部島の GEONETによる GNSS連続観測結果である。上段左に基線図、上段右に観測

点の保守履歴を示した。下段は基線長の時系列変化グラフで、左列が「口永良部島」に関する基線の

最近約５年間、右列が「Ｍ口永良部島」に関する基線の最近約１年間である。2014年 12月頃から（１）

「枕崎」-「口永良部島」が収縮を示すなど、新岳から遠ざかる方向のわずかな変動が見られており、

2015年５月29日の噴火前後でこの傾向に大きな変化は見られない。第２図は口永良部島におけるGNSS

観測点の噴火から約２カ月経過した後の、１か月間（2015年８月～９月）の水平変動ベクトル図であ

る。 

第３図は、「だいち２号」PALSAR-2 による口永良部島域の噴火後の SAR 干渉解析結果である。ノイ

ズレベルを超える変動は見られないことから、噴火後は顕著な地殻変動は生じていないと考えられる。 

第４図は、無人航空機（UAV）によって 2015 年７月 14 日及び９月８、10、11 日に撮影した高解像

度空中写真の判読結果である。周回道路の寸断箇所のほか、火砕流や泥流の堆積範囲等が確認できる。 
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第１図 口永良部島の GNSS 連続観測結果（上段左側：基線図、上段右側:保守履歴、下段：基線長）、（左

列：2010 年９月～2015年９月、右列 2015年１月～2015年 10 月） 

Fig.1 (upper left) Site location map of the GNSS continuous observation network of Kuchinoerabu-jima Volcano; 

(upper right) History of site maintenance, (lower) Baseline length (left) from September 2010 to September 

2015, (right) from January 2015 to October 2015. 
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第２図 口永良部島におけるGNSS観測点の水平変動ベクトル図（2015年８月～2015年９月) 

Fig.2 Horizontal displacements of GNSS stations of Kuchinoerabu-jima Volcano from August 2015 to September 

2015. 
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第３図  「だいち２号」PALSAR-2による口永良部島の解析結果  

Fig.3 Interferometric analysis of SAR acquired by ALOS-2 PALSAR-2 of Kuchinoerabu-jima Volcano.  
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第４図  口永良部島の写真判読について 

Fig.4 Photo-interpretation of Kuchinoerabu-jima Volcano. 


